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（１）調査の目的 

  ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析

し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

イ 各学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

ウ 以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査内容 

Ⅰ…教科に関する調査 小学校： 国語Ａ・算数Ａ （主として「知識」に関する問題） 

    国語Ｂ・算数Ｂ （主として「活用」に関する問題） 

     

中学校： 国語Ａ・数学Ａ （主として「知識」に関する問題） 

    国語Ｂ・数学Ｂ （主として「活用」に関する問題） 

 

 Ⅱ…アンケート調査 児童生徒対象・学校対象 

（３）調査対象 

  小学校第６学年（高石市：７校 児童数：４８８人） 中学校第３学年（高石市：３校 生徒数：５１２人） 

（４）調査実施日 

  平成２９年４月１８日（火） 

（５）調査結果の取扱いについて 

○ 平成２９年度調査は、全校調査で行われた。 

○ 本調査は、競争を目的とするものではなく、すべての子どもたちの学力や学習状況を把握し分析することに

より、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ることを目的としている。 

○ 本調査により測定できる学力は特定の一部であり、学校における教育活動の一側面を示すものである。 

平成２９年度全国学力・学習状況調査 学力調査の結果概要 平成２９年4月１８日実施 

◇小学校では、国語A区分（主として「知識」に関する問題）・B区分（主として「活用」に関する問題）、算数B区

分が、全国平均を下回っていますが大阪府平均と同等、算数A区分では、大阪府・全国平均ともに少し上回る結果

です。 

◇中学校では、国語A区分（主として「知識」に関する問題）・Ｂ区分（主として「活用」に関する問題）、数学A・B

区分ともに、大阪府・全国平均ともに下回る結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 平均正答率 

高石市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立） 

国

語 

A区分 ７２ ７２ 74.8 

B区分 ５４ ５４ 57.5 

算

数 

A区分 ７９ ７８ 78.6 

B区分 ４５ ４５ 45.9 

中学校 平均正答率 

高石市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立） 

国

語 

A区分 ７４ ７５ 77.4 

B区分 ６７ ６９ 72.2 

数

学 

A区分 ６２ ６４ 64.6 

B区分 ４５ ４６ 48.1 

 調調調査査査ののの概概概要要要 

平均正答率からわかる本市小・中学校別結果の概要について 

 

平成２９年度 本市の校種・教科・区分別正答率 

上表の本市平均正答率の数値データは、市内の全小学校・全中学校のデータに基づいて表しています。 

※今年度より、国の結果公表が整数値のため、本市及び大阪府の平均正答率は整数で表しています。 
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◆A区分（主として「知識」に関する問題）において、正答数の分布では、全１５問中、４～１０問正答した

人の割合は、全国よりも多くなっており、依然として基礎・基本の定着に課題があります。 

◆領域別にみると、すべての領域について、全国より低い正答率になっています。しかし、「書くこと」「読む

こと」の領域では、昨年度と比べて全国との差が縮まっており、一定の成果がみられます。 

◆設問別にみると、「俳句の情景を捉える」問題では、正答率が全国より高くなっています。しかし、その他

の設問では、正答率が全国よりも低い傾向がみられます。特に、「司会などの役割を果たしながら、互いの

共通点や相違点を整理する」問題の正答率が全国との差が大きく、「司会者の役割として、発言の共通点や

相違点を確認したり、話し合った内容をまとめたりする力」に課題があります。 

◆無解答率については、全国よりも数値が高くなっております。 

AA区区分分にに見見らられれるる傾傾向向ににつついいてて  

各各教教科科にに関関すするる調調査査結結果果（（高高石石市市））のの概概要要  【【小小学学校校】】  
  

小小小学学学校校校国国国語語語（（（ＡＡＡ区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題   

   

   

   

   

                                                 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

※「話すこと・聞くこと」の領域は、スペースの関係上「話す・聞く」と省略標記しています。 
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Ａ区分問題（主として「知識」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が７４.８％であるのに対し、 

高石市は７２％であり、２.８ポイント下回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は、７２％であり、同等であっ

た。 

 

◆無解答率においては全国の状況より１.２ポイント

高くなっている。 

小学校国語A区分 

 

72% 

72% 

74.8% 

24% 

25% 

22.4% 

4% 

3% 

2.8% 

0% 50% 100% 

高石市 

大阪府（公立） 

全 国（公立） 

小学校：国語Ａ区分 

正答率 

誤答率 

無解答率 

 

0.0  

5.0  

10.0  

15.0  

20.0  

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 １５

問 

％ 

正答数 

小学校：国語Ａ区分 

高石市 

大阪府（公立） 

全 国（公立） 

正答数の分布を全国平均・大阪府平均と 

比較したグラフ 

領域別での正答率を全国平均・大阪府平均と 

比較したグラフ 



- 3 - 

 

 

◆B区分（主として「活用」に関する問題）において、正答数の分布では、全９問中０～５問正答した人の割

合が、全国よりも多くなっており、活用力の底上げが課題としてあげられます。 

◆領域別にみると、すべての領域について、全国より低い正答率になっています。 

◆設問別にみると、「目的や意図に応じ、引用して書く」問題では、正答率が全国より高くなっています。し

かし、その他の設問では、正答率が全国よりも低い傾向がみられます。特に、「目的に応じて自分の考えを

まとめる」問題（P.15参照）の正答率が全国との差が大きく、「自分の考えを書く力」に課題があります。 

◆無解答率については、全国よりも数値が高くなっています。特に、記述式の問題における数値が高くなって

おり、「理由を明確にして、自分の考えをまとめる力」に課題があります。 

 

 

ＢＢ区区分分にに見見らられれるる課課題題等等ににつついいてて  

 

 

 

小小小学学学校校校国国国語語語（（（ＢＢＢ区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

※「話すこと・聞くこと」の領域は、スペースの関係上「話す・聞く」と省略標記しています。 
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 Ｂ区分問題（主として「活用」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が５７.５％であるのに対し、  

高石市は5４％であり、３.５ポイント下回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は、５４％であり、同等であっ

た。 

 

◆無解答率においては全国の状況より２.７ポイント 

高くなっている。 

正答数の分布を全国平均・大阪府平均と 

比較したグラフ 

領域別での正答率を全国平均・大阪府平均と 

比較したグラフ 
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◆A区分（主として「知識」に関する問題）において、正答数の分布では、１５問全問正答した人の割合は、

全国よりも多くなっており、一定の改善がみられます。しかし、４～６、８～１０問正答した人の割合は、

全国よりも多くなっており、依然として基礎・基本の定着を図る必要があります。 

◆領域別にみると、「数と計算」「量と測定」「数量関係」の領域について、全国より高い正答率になっています。 

◆設問別にみると、全１５問中９問で正答率が全国より高く、一定の成果がみられます。しかし、「最小公倍数

を求める」問題で、全国の正答率との差が大きくなっています。また、「正五角形の性質の理解」の定着に課

題があります。 

◆無解答率については、全国よりも若干数値は高くなっています。特に、「３けた×２けたの計算」「２つの数

量関係」を問う問題における数値が高くなっており、基礎・基本の定着に課題があります。 

AA区区分分にに見見らられれるる傾傾向向ににつついいてて  

 

 

小小小学学学校校校算算算数数数（（（ＡＡＡ区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題   
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Ａ区分問題（主として「知識」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が 7８.６％であるのに対し、 

高石市は7９％であり、０.４ポイント上回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は、7８％であり、１ポイント

上回った。 

 

◆無解答率においては全国の状況より 0.４ポイント

高くなっている。 
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◆B 区分（主として「活用」に関する問題）において、正答数の分布では、全１１問中、０～５問正答した人

の割合が全国よりも多くなっており、活用力の底上げが課題としてあげられます。 

◆領域別にみると、「図形」の領域について全国より高い正答率になっており、一定の成果がみられます。しか

し、その他の領域について、全国より低い正答率になっています。 

◆設問別にみると、各設問の正答率は、全国よりも低い傾向がみられます。特に、「日常生活の問題解決のため

に測定値を平均する考えを用いて適切に判断する」問題（P.16参照）で、全国の正答率との差が大きくなっ

ており、「場面や状況に応じて数理的に処理する力」に課題があります。 

◆無解答率については、昨年度より引き続き、全国よりも数値は高くなっています。特に、記述式の問題にお

ける数値が高くなっており、「日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち、筋道を立てて考察する力」に課題

があります。 

 

 

 

ＢＢ区区分分にに見見らられれるる課課題題等等ににつついいてて  

 

 

 

小小小学学学校校校算算算数数数（（（ＢＢＢ区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題   
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Ｂ区分問題（主として「活用」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が4５.９％であるのに対し、 

高石市は4５％であり、０.９ポイント下回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は、45％であり、同等であっ

た。 

 

◆無解答率においては全国の状況より 3.６ポイント

高くなっている。 

 

0.0  

5.0  

10.0  

15.0  

20.0  

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 

％ 

正答数 

小学校：算数B区分 

高石市 

大阪府（公立） 

全 国（公立） 

 

45% 

45% 

45.9% 

45% 

48% 

47.7% 

10% 

7% 

6.4% 

0% 50% 100% 

高石市 

大阪府（公立） 

全 国（公立） 

小学校：算数Ｂ区分 

正答率 

誤答率 

無解答率 

正答数の分布を全国平均・大阪府平均と 

比較したグラフ 

領域別での正答率を全国平均・大阪府平均と 

比較したグラフ 



- 6 - 

 

 

◆A区分（主として「知識」に関する問題）において、正答数の分布では、全３２問中、１～１２問正答した

人の割合が全国より多く、基礎基本の定着について課題がみられます。 

◆領域別にみるとすべての領域について、全国より低い正答率になっています。 

◆設問別にみると、正答率は、全国より低い傾向が見られます。特に、「文章の構成を工夫して分かりやすく

書く」問題の正答率が全国との差が大きく、「伝えたい事実や事柄を明確にして文章の構成を工夫する力」

に課題がみられます。 

◆無解答率については、全国よりも若干高くなっています。特に、「多様な語句について理解しているか」を

みる問題が全国との差が大きく、「話や文章で用いる語彙力」に課題があります。 

AA区区分分にに見見らられれるる傾傾向向ににつついいてて  

中中中学学学校校校国国国語語語（（（ＡＡＡ区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題 

各各教教科科にに関関すするる調調査査結結果果（（高高石石市市））のの概概要要  【【中中学学校校】】 

 

  

  

      

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「話すこと・聞くこと」の領域は、スペースの関係上「話す・聞く」と省略標記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

A区分問題（主として「知識」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が７７.４％であるのに対し、 

高石市は７４％であり、３.４ポイント下回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は７５％であり、１ポイント 

下回った。 

 

◆無解答率においては全国の状況より、１.６ポイント

高くなっている。 
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◆B 区分（主として「活用」に関する問題）において、正答数の分布では全９問中０～６問正答した人の割合

が全国よりも多く、活用力の底上げが課題としてあげられます。 

◆領域別にみると、すべての領域について、全国より低い正答率になっています。 

◆設問別にみると、すべての問題において、全国より低い正答率になっています。特に、「話の論理的な構成や

展開などに注意して聞く」問題や、「事実や事柄が相手にわかりやすく伝わるように工夫して話す」問題 

（P.１７参照）の正答率が全国との差が大きく、「話の要点を聞く力」や「事実や事柄と考えや感想等との関係

に注意して話す力」に課題がみられます。 

◆無解答率については、昨年に引き続き全国よりも数値は高くなっています。特に、「表現の仕方について捉え

自分の考えを書く」問題の全国との差が大きく、「伝えたい事実や事柄について根拠を明確にして書く力」に

課題があります。 

 

ＢＢ区区分分にに見見らられれるる傾傾向向ににつついいてて  

 

中中中学学学校校校国国国語語語（（（BBB区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「話すこと・聞くこと」の領域は、スペースの関係上「話す・聞く」と省略標記しています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

B区分問題（主として「活用」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が７２.２％であるのに対し、 

高石市は６７％であり、５.２ポイント下回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は 6９％であり、２ポイント

下回った。 

 

◆無解答率においては全国の状況より３.２ポイント

高くなっている。 
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◆A区分（主として「知識」に関する問題）において、正答数の分布では、全３６問中３５問正答した人の割合が

全国よりも多くなっており、一定の成果がみられます。しかし、全３６問中０～６問、８～９問正答した人の割

合が全国よりも多くなっており、依然として、基礎・基本の定着に課題があります。 

◆領域別にみると、すべての領域について、全国より低い正答率になっています。 

◆設問別にみると、各設問の正答率は全国より低い傾向がみられます。特に、「平行四辺形になるための条件を理解

しているかどうかをみる」問題の正答率が全国との差が大きく、「図形の性質を論理的に考察し表現する力」に課

題があります。 

◆無解答率については、全国よりも高くなっており、課題がみられます。特に「具体的な場面で一元一次方程式を

つくる」問題の無解答率が全国との差が大きく、「着目する数量を見出し、一元一次方程式をつくる力」に課題が

あります。 

AA区区分分にに見見らられれるる傾傾向向ににつついいてて  

中中中学学学校校校数数数学学学（（（ＡＡＡ区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題 

 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A区分問題（主として「知識」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が６４.６％であるのに対し、  

高石市は６２％であり、２.６ポイント下回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は６４％であり、２ポイント 

下回った。 

 

◆無解答率においては全国の状況より３.７ポイント

高くなっている。 
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◆B区分（主として「活用」に関する問題）において、正答数の分布では、全１５問中０～３問正答した人の割合

が全国よりも多くなっており、活用力の底上げが課題としてあげられます。 

◆領域別にみると、すべての領域について、全国より低い正答率になっています。 

◆設問別にみると、「証明した事柄を用いて新たな性質を見出す」問題において、正答率が全国との差が大きく、

「ある条件のもとで成り立つ性質や関係に着目し、図形を考察する力」に課題があります。 

◆無解答率については、全国よりも数値は高くなっています。特に、「事象と式の対応を的確に捉え、事柄が成り

立つ理由を説明する」問題や、「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する」問題、「資料の傾

向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する」問題（P.１８参照）では、半数近くが無解答に

なっており、「数学的に説明する力」に課題があります。 

ＢＢ区区分分にに見見らられれるる傾傾向向ににつついいてて  

 

中中中学学学校校校数数数学学学（（（BBB区区区分分分）））結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B区分問題（主として「活用」に関すること） 

 

◆全国の平均正答率が４８.１％であるのに対し、 

高石市は４５％であり、３.１ポイント下回った。 

 

◆大阪府の平均正答率は４６％であり、１ポイント 

下回った。 

 

◆無解答率においては全国の状況より７.３ポイント

高くなっている。 
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質質質問問問紙紙紙調調調査査査ののの結結結果果果概概概要要要   結結結果果果かかかららら見見見えええてててくくくるるる課課課題題題 
 

         

       
単位は、％ 

  
質問項目 

  高石市 全国 

    H27 H28 H29 H27 H28 H29 

① 朝食を毎日食べている 
小 89.6  93.9  92.8  95.6  95.5  95.4  

中 93.4  91.6  91.4  93.5  93.3  93.2  

② 自分にはよいところがある 
小 70.6  67.5  73.2  76.4  76.3  77.9  

中 62.8  58.9  65.5  68.1  69.3  70.7  

③ 将来の夢や目標をもっている 
小 86.1  83.4  85.3  86.9  85.3  85.9  

中 73.7  68.5  69.9  71.7  71.1  70.5  

④ 人の役に立つ人間になりたいと思う 
小 92.4  91.0  90.5  93.7  93.8  92.5  

中 93.2  90.9  91.4  93.7  92.8  91.9  

⑤ いじめはどんな理由があってもいけないことだ思う 
小 96.3  95.2  94.4  96.2  96.6  96.1  

中 91.9  89.1  88.3  93.7  93.6  92.8  

⑥ 学校に行くのが楽しい 
小 84.8  86.9  84.1  87.0  86.3  86.3  

中 86.7  82.9  76.5  82.1  81.4  80.9  

⑦ 学校のきまりをまもっている 
小 81.8  86.1  90.0  91.1  91.5  92.6  

中 93.8  89.4  93.2  94.4  94.7  95.2  

⑧ 読書が好き 
小 62.8  61.2  68.2  72.8  74.6  74.3  

中 54.6  53.1  52.7  67.9  69.9  69.9  

⑨ 学校の授業以外の読書時間が 30分以下（月～金） 
小 72.5  71.5  70.7  59.6  63.5  63.4  

中 75.5  77.5  79.7  69.3  71.8  70.6  

⑩ 
１日あたり 1時間以上携帯電話やスマートフォンで通

話やメール、インターネットをする。（月～金） 

小 19.4  22.9  27.0  16.9  18.5  20.5  

中 54.8  55.6  53.9  47.6  47.8  50.4  

⑪ 家庭学習の時間が３０分以下（月～金） 
小 22.2  18.8  19.8  12.1  11.9  11.3  

中 19.5  22.4  20.7  13.9  14.4  13.2  

⑫ 
学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明した

り、文章に書いたりすることは難しいと思いますか。 

小 63.5  62.0  63.1  55.2  54.6  53.7  

中 71.3  73.1  71.1  64.4  62.8  62.8  

⑬ 国語の勉強は好きだ 
小 57.5  51.9  52.5  61.1  58.8  60.5  

中 58.9  54.7  54.1  60.5  59.8  60.5  

⑭ 算数・数学の勉強は好きだ 
小 64.9  58.8  61.9  66.6  66.0  65.9  

中 56.2  57.3  53.2  56.0  56.0  55.4  

         課題等について 
       

①の項目は、昨年度より小中学校ともに低く、引き続き、「三つの朝運動」のリーフレットでの啓発や学校での食育の

取組みを行い、改善していく必要があります。 

②③の項目は、小中学校とも全国より低いが、昨年度より向上しており、小中９年間で系統立てたキャリア教育を推

進している成果が表れています。 

⑤の項目は、小中学校ともに昨年度よりも低く、いじめは絶対にゆるされないということを子どもたちに気付かせる

取組みを今後も引き続き進めていきます。 

⑦の項目は、小中学校ともに全国よりも低い傾向が続いていますが、小中学校ともに昨年度より向上しており、授業

規律を学校全体として取り組んでいる成果が表れています。 

⑧の項目は、全国より低い傾向が続いていますが、小学校においては昨年度より大幅に向上しています。しかし、 

⑨の項目は、中学校においては昨年度より下回っているため、引き続き、読書活動の充実に向けた取組みを進め

ていく必要があります。 

⑩⑪の項目は、全国より高い傾向が続いていますが、中学校においては昨年度より改善しています。しかし、小学

校においては昨年度より上回っているので、引き続き家庭との連携が必要となります。 

⑬⑭の項目は、小学校において、昨年度より向上していますが、中学校においては下回っています。しかし、小中

学校ともに全国と比べて下回っているため、引き続き授業改善を進めていく必要があります。 

今後の取組みについて、P14 を参照ください。 
       



- 11 - 

 

 

 

 

 本年度の全国学力・学習状況調査の結果を分析・考察した結果、昨年度より、小中学校の国語、算数・数学のどの区分に

おいても全国との差が縮まりました。これは、各小中学校で推進している習熟度別授業を取り入れた少人数によるきめ細か

な指導や小中連携推進支援事業を通して９年間を見通した日々の授業改善の取組み等に成果がみられたと考えます。 

今後も引き続き、各学校と教育委員会が連携し、児童生徒の学力向上をめざした取組みを進めていきます。 

課題として、記述式の問題における誤答率、無解答率が高い傾向があり、「筋道立てた思考をし、自分の考えを書く力」    

をつける必要があります。 

日々の学習指導の中で、  

「目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように書く活動」 

「事柄の特徴を数学的な表現を用いて書く活動」            等 

効果的な言語活動や学習活動を充実させ、表現力の伸長を目標とした取組みを進めていきます。 

 質問紙調査においては、 

  「自分にはよいところがある」  「将来の夢や目標をもっている」  「人の役に立つ人間になりたい」 という項

目について、小中学校ともに昨年の数値を上回っており、自己有用感が向上していることがわかりました。 

その一方で、「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」について、昨年度の数値を下回っていることは、

大きな課題です。この課題を解決するため、今後も道徳教育等、様々な学習活動を通して「いじめは絶対に許されない」と

いう意識が向上するよう取組みを進めていきます。 

「携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットをする時間」について、長時間使用する人、 

また、「家庭学習の時間」  「読書をする時間」について、短時間しかしない人、全くしない人の割合が、全国よりも非

常に多いことが、課題です。 

学校で学んだことを定着させるためには、家庭学習にしっかりと取り組むことが大切です。また、文章を読み取る力は、

読書量と大きく関わります。家庭学習の時間や読書の時間を充実させられるよう、機会設定、啓発等に取り組んでいきます。 

課題解決を行う方策としましては、平成２５年度から、各小・中学校において学力向上大作戦と銘打って、各学校の学

力改善策を検討し、それに基づいた学力向上のための取組みを行っております。 

今回の結果を受けて、上記の「携帯電話やスマートフォンの使用」や「家庭学習・読書」の課題を重点として、引き続き、

ご家庭の協力をお願いします。また、次ページに、家庭での過ごし方等、参考にしていただける資料及びワークシート

を掲載していますので、併せてご協力をお願いします。 

 

【P14に各学校・高石市教育委員会の取組みと、地域・家庭の皆様にご協力いただきたい点をまとめて記載しております。】 

調査結果から 
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◆各学校から出されている家庭学習のてびき等 

 

◆高石っ子の学びを育む 家庭での過ごし方について 

（高石市教育委員会から配布） 

○ 小学校１年生から中学校３年生まで家庭学習を行う際にヒント 

となるポイント等についてまとめてあるリーフレットです。 

 

 

◆高石市小中学校授業改善プランについて 

（高石市HPに掲載） 

○ 学力・学習状況調査の結果分析より、各小・中学校における 

学力向上に対する取組みを掲載しています。 

各学校が学力向上に向けて、どのように取組んでいるか、 

一度ご覧ください。 

 

 

 

 

 

◆ケータイ・スマホの使い方について 

（高石市教育委員会から配布） 

○ ケータイ・スマホ使用の家庭でのルールづくり・学校への 

持ち込み禁止等、使い方についてまとめてあるリーフレットです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

参考資料及びワークシート 
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◆自学自習力をはぐくむ ワークブック問題 

（大阪府教育委員会が配信） 

○ 小・中学校全学年の児童生徒が、放課後学習や家庭学習に 

おいて自主的に 学習することができる教材です。 

各学校でも活用しています。 

 

 ＨＰアドレス  

http://www.osaka-c.ed.jp/kate/karicen-folder/workbook-for-pref/wo

rkbook-index.htm 

 

 

 

 

 

◆力だめしプリント・力だめしミニプリント 

（大阪府教育委員会が配信） 

○ 小・中学校の児童生徒に身につけさせたい学力の中で、 

知識・技能を活用する力を問う学習教材です。 

各学校でも活用しています。 

 

ＨＰアドレス 

http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/chikaramini/index.html 
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高石市教育委員会及び学校の取組み 

☆ 教育委員会が中心となって取り組んでいること 

 

◈各学校が立てた「学力向上大作戦」（Ｐ.12参照）に基づいて、

児童生徒が主体的、意欲的に活動できる授業づくりを推進して

いくために、示範授業の実施や指導助言等、指導主事が継続

して学校を支援しています。 

◈児童生徒にわかりやすい授業を推進していくために、各学

校にタブレット端末、デジタル教科書の導入及びＩＣＴ支援員

の配置をしています。効果的なＩＣＴ機器の活用に向けた研

修の実施等、学校を支援しています。 

◈児童生徒が、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う

ため、道徳教育を推進し、指導助言や研修の実施等、学校

を支援しています。 

◈学力向上専門員が各学校の授業を参観し、児童生徒への実

践的指導力、学校体制づくり等の指導を行い、各学校の

授業改善に努めています。 

◈外国語教育を推進することにより、子どもたちのコミュニケー

ション力の素地を育むとともに、児童生徒と外国人留学生と

の交流等を通して、実践的に外国語を学ぶ機会を増やして

います。  

◈各学校に、学校司書を配置し、児童生徒の情報を活用する

力の育成を支援しています。併せて、読書活動の推進も支

援し、公共図書館との連携も図っています。 

◈放課後や、長期休業期間に実施する補充学習へのボランテ

ィアを募集し、学校での学習のサポート活動を進めていま

す。 

◈ 小中連携として、中学校区での交流や合同の研修会を実施

し、幼小中で系統立てたキャリア教育の推進を図っていま

す。 

◈高石市いじめ防止基本方針に基づく、いじめに対する指導

の徹底を図っています。 

◈３つの朝運動(朝食・あいさつ・朝読書)の取組みを継続して

います。 

☆ 各学校が現在取り組んでいること 

 

◈指導内容・指導方法の工夫の推進 

・児童生徒が主体的、意欲的に活動できる授業づくりを推

進していくために、指導主事による示範授業や指導助言

等の支援をうけ、授業改善に対する取組みの充実 

 ・調査から見える成果と課題を踏まえ、「学力向上大作

戦」をもとに、学力向上をめざす取組みの改善 

・習熟度別授業を取り入れた、少人数指導や複数教員

による指導等、きめ細かな指導の充実 

・言語活動を充実させた、児童生徒のコミュニケーショ

ン能力の育成をめざした授業の研究 

・効果的にＩＣＴ機器を活用した授業の実践・研究 

・大阪府教育センター・大学等外部講師による指導・助  

言 

◈学習におけるつまずきの把握と補充指導の充実 

・放課後学習の実施 

・長期休業期間中の学習会の実施 

・「家庭学習のてびき」の作成、配布 

◈学校司書を活用した学習、読書活動の一層の推進と充                     

実 

◈一人ひとりが尊重される集団づくりの実現 

・人権教育及び道徳教育のさらなる推進 

・いじめ防止基本方針に沿った取組み 

◈チャイム着席など学習規律の徹底を図る取組み 

◈あいさつ運動など基本的生活習慣の向上のための取組

み 

 

 

（上記の内容は必ずしも全学校で取組んでいるのでは

なく各小中学校が実態に応じて取組んでいます。) 

地域・家庭にご協力いただきたいこと 

 

◈各学校における「家庭学習のてびき」等を参考にしていただき、子どもたちの宿題の確認や、学校の予習・復習

等の自主的な家庭学習に対する意欲向上へのご協力をお願いします。 

◈携帯電話・スマートフォンやゲーム機の使用など、家庭におけるルール作りと、そのルールの尊重について、子

どもと話し合っていただきたいと思います。 

◈ご家庭における読書の機会設定や子どもたちへの啓発についてご協力をお願いします。 

◈「他人を認め、自分を大切にする」こと（自己有用感）の大切さをご家庭でもお話していただきますようお願い

します。 

◈毎日朝食を摂って、朝からしっかり学習活動に取り組めるよう、引き続きご協力をお願いします。 

◈学校のさまざまな学力向上等の取組み（授業支援や図書、放課後学習活動等のボランティア等）についてご協力

をお願いします。 

◈ＰＴＡ活動へのご参加とご協力をお願いします。 

◈各学校の「学校通信」等をご覧いただき、行事や取組みへのご理解とご協力をお願いします。 

◈各中学校区の「すこやかネット」の活動へのご参加とご協力をお願いします。 
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向3：日常生活において 

、家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     Ｂ区分（主として「活用」に関する問題）２－三 

 

 

目的や意図に応じて、必要な内容を整理して書くことができるかどうかをみる問題です。 

目的や意図に応じて、取材の内容や方法を工夫し、書く事柄を収集した上で、具体的な事実と自分の感

想、意見等とを区別しながら必要な内容を整理して書く力が必要になります。 

読み手に自分の伝えたいことが分かるようにするために、具体的な事実を基にしたり、複数の内容を関

係付けたりしながら、必要な内容を整理して書くことに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果より 

 本市の児童・生徒に課題が見られた設問について 

小学校国語 

解説 
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     Ｂ区分（主として「活用」に関する問題）３－(２) 

 

 

 仮の平均を用いた考えを解釈し、示された数値を基準とした場合の平均の求め方を、言葉や式を用いて

記述できるかどうかをみる問題です。 

算数で学んだことを他教科等の場面に活用し、算数の有用性を実感できるようにすることが重要です。

本問題では、理科の学習場面に関連して、ゴムの力で動く車が進んだ距離の平均を求める場面が設定され

ています。測定値の平均を求める際、平均がおよそどのくらいになるのかを見積もったり、能率的に処理

するために工夫して計算したりする力が必要です。 

示された平均の求め方を解釈し、それを適用した平均の求め方を数学的に表現することに課題がみられ

ます。 

 

 

 

 

 

小学校算数 

解説 
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     Ｂ区分（主として「活用」に関する問題）２－三 

 

 相手の反応を踏まえながら、事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように工夫して話すことができる

かどうかをみる問題です。 

 自分の伝えたいことを聞き手に分かりやすく伝えるためには、事実や事柄と、それに対する自分の考え

や感想などとの関係に注意して話す力が必要になります。 

 相手や場に応じて適切な言葉遣いをしたり、目的や状況に応じて資料などを効果的に活用したりして話

すことに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校国語 

解説 
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      Ｂ区分（主として「活用」に関する問題）５－(３) 

 

 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる問

題です。 

 日常生活や社会における問題解決のための構想を立てることができるようにするために、データを収

集・整理し、傾向を捉えて説明する一連の活動の後、問題解決の過程を振り返り、処理の仕方を見直した

上で、必要に応じて新たなデータを収集したり視点を変えて整理したりして分析する力が必要になります。 

 資料の特徴を捉え、根拠を明確にして事柄が成り立つ理由を説明することに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説 

中学校数学 


